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 京都府立医科大学助教 一家綱邦氏は、早稲田大学学位規則第 7 条第 1 項に基づき、2012
年 1 月 11 日、その論文「病院内倫理委員会の比較医事法学的研究―モデルと指導原理の探
究―」を、早稲田大学大学院法学研究科に提出し、博士（法学）（早稲田大学）の学位を申
請した。後記の審査委員は、同研究科の委嘱を受けて、この論文を審査してきたが、2012





 本論文は、「序章 はじめに―問題関心と本稿の構成」、「第 1 章 本邦の『医をめぐる倫
理委員会』」、「第 2 章 大統領委員会報告書に見る病院内倫理委員会の基本論」、「第 3 章 大
統領委員会報告書を受け継ぐ 2 つの倫理委員会モデル」、「第 4 章 患者のケアに関する助
言委員会―メリーランド州法の示す倫理委員会モデル？」、「第 5 章 裁判所が考える倫理
委員会―決定手続の当事者と裁判所の関係を中心に」、「終章 おわりに―倫理委員会の指
導原理」の全 7 章で構成されている。その内容の概要は、以下に示すとおりである。 
 
2． 本論文の内容 












(2)  第 1 章 本邦の「医をめぐる倫理委員会」 










り、臨床で混乱が生ずるとの指摘がなされる。その上で、第 3 節では、1995 年以来の先行
研究による日本の医科系大学および一般病院の倫理委員会の実態に関する調査の内容が、


















 (3)  第 2 章 大統領委員会報告書に見る病院内倫理委員会の基本論 
 「第 2 章 大統領委員会報告書に見る病院内倫理委員会の基本論」では、その冒頭で、
1980 年代前半からアメリカで倫理委員会の設置が普及した事実と、その普及については、
1982 年に起きた障害新生児ドウが治療を受けずに死亡した事件（第 1 のドウ事件）を契機
として、アメリカの国家レベルの倫理委員会である「医療及び生物医学的ならびに行動学
的研究における倫理的問題研究のための大統領委員会」（以下、大統領委員会）が報告書「生






















 (4)  第 3 章 大統領委員会報告書を受け継ぐ 2 つの倫理委員会モデル 




3 月に発表された「暫定的終局規則(Interim final rule)」、同規則が 1983 年 4 月に連邦地裁
で無効とされたことで修正して発表された「提案規則 Proposed rule」（1983 年 7 月）、そ
の提案規則に対する意見募集を行い、その上で発表された「終局規則（Final rule）」の概
要を示すとともに、終局規則の中の倫理委員会（「小児医療審議委員会 INFANT CARE 
REVIEW COMMITTEE, ICRC」）に関する規定を全訳掲示する。 
第 2 節においては、連邦保健福祉の提案規則に対する全米小児科学会のコメントとそこ
に示された倫理委員会モデルの概要を、第 3 節では、連邦保健福祉省の終局規則が 1984 年
5 月に連邦地裁によって無効とされた後、同年 8 月に発表された「小児に関する生命倫理委
員会についてのガイドライン （Guidelines for Infant Bioethics Committees）」について、
成立の経緯と内容を詳細に紹介する。第 4 節においては、1984 年に医療ネグレクトという
児童虐待のカテゴリを設けた児童虐待改正法の成立と施行に伴って連邦保健福祉省が公表
した規則に付された「ICRC を設置する医療者のためのモデル・ガイドライン（Model 
Guideline for Health Care Providers to Establish Infant Care Review Committee）」（暫



















 (5)  第 4 章 患者のケアに関する助言委員会―メリーランド州法の示す倫理委員会モ
デル？ 
 「第 4 章 患者のケアに関する助言委員会―メリーランド州法の示す倫理委員会モデ
ル？」では、1986 年にメリーランド州で制定された「患者のケアに関する助言委員会法




















 (6)  第 5 章 裁判所が考える倫理委員会―決定手続の当事者と裁判所との関係を中心
に 








情勢を概観（第 1 節）した後、1970 年代のクインラン事件とサイケビッチ事件をリーディ
ング・ケースと位置付け（第 2 節）、さらに 1980 年代の裁判例（スプリング事件、アイヒ























































































































まず、第 2 章と第 3 章では、大統領委員会報告書の提示した倫理委員会モデルと、それ
に続く連邦保健福祉省の倫理委員会モデル、連邦小児科学会の倫理委員会モデルが詳細に
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